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（１８３１～１８８６）

　鳥羽市の北西部・池
いけ

上
がみ

町に、「鳥羽商

船」とよばれている国立鳥羽商船高等

専
せん

門
もん

学校があります。道路をへだてて

広がる入り江
え

には、練習船「鳥羽丸」

が浮
う

かんでいます。創
そう

立
りつ

以来、商船や

大
おお

型
がた

客船などの船長や機
き

関
かん

士
し

を多く養

成してきた学校です。

　この学校を創立したのは、明治時代

のすぐれた教育者のひとり、近
こん

藤
どう

真
ま

琴
こと

という鳥羽ゆかりの人で、１８８１（明

治１４）年のことです。

　真琴は、江
え

戸
ど

時代も終わりに近づい

たころ、鳥羽藩
はん

に仕える武
ぶ

士
し

の子とし

て江戸で生まれました。黒船来
らい

航
こう

さわ

ぎの幕
ばく

末
まつ

に、いち早くオランダ語や西

洋の航
こう

海
かい

術
じゅつ

などを学び、明治時代にな

ると、「日本がこれから発
はっ

展
てん

するには、

人や貨物を輸
ゆ

送
そう

する商船をさかんにし

て、自国の船で

外国と取引きす

ることが大切

だ。」「そのため

には、優
ゆう

秀
しゅう

な船

員を育てること

が欠かせない。」

鳥羽商船の創
そう
立
りつ
者・近藤真琴。

近
こ ん

藤
ど う

 真
ま

琴
こ と

鳥羽商船高
こ う

専
せ ん

の前身を創
そ う

立
り つ

した

50 鳥羽市の「市の花」は？
☆はまなでしこ。海岸のがけや砂

すな
浜
はま

に生えていて、夏にうす紫
むらさき

色の花をつけます。とばっこミニ知
ち

識
しき

代々の校長の写真や資料が展
てん
示
じ
されている記念館内部。近藤真琴百周年記念館。
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と考えました。

　そして、郷
きょう

里
り

の鳥羽に「鳥羽商船黌
こう

」

を開いたのです。鳥羽は天然の良港

で、船の訓練にも適
てき

しているので、鳥

羽の子どもたちの将
しょう

来
らい

のために、船員

を養成する学校を役立てたいと考えた

のでした。

　また、東京には「攻
こう

玉
ぎょく

社
しゃ

」という学

校も開きました。ここからは、たくさ

んの人材が育ち、のちに総
そう

理
り

大臣にな

った鈴
すず

木
き

貫
かん

太
た

郎
ろう

もその一人です。

　真琴は、その後も、海に親しむ鳥羽

の若
わか

者
もの

の教育がさかんになるようにと

願い、学校に寄
き

付
ふ

金をおくってきまし

た。そういう真琴を尊
そん

敬
けい

した鳥羽の人

たちの募
ぼ

金
きん

によって、真琴の功
こう

績
せき

を広

く知らせるための記念碑
ひ

が建てられ、

現
げん

在
ざい

も鳥羽商船の校門付近に残されて

います。

69

海に面した校
こう
舎
しゃ
の全景（鳥羽市池上町１－１）。

練習船の鳥羽丸。

51 鳥羽市内を通って、志摩市にいたる国道の路線番号は？
☆国道１６７号。中

なか
之
の

郷
ごう

までは、伊勢市から続く国道４２号と重なっています。とばっこミニ知
ち

識
しき

鳥
羽
小

鳥羽商船の初代校長は
真琴だったんだね！

真琴の功績を刻
きざ
んだ記念碑。

1911（明治44）年
に建てられたころの
商船の建物。
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（１８５６～１９３８）

　門
かど

野
の

幾
いく

之
の

進
しん

は明治維
い

新
しん

の１０年ほど

前の１８５６年に、鳥羽藩
はん

の家老の家

に生まれました。西洋の進んだ学問を

学ぶことが大事だと考えていた父のす

すめにより、１３歳
さい

で東京に出て、福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

（１８３５ー１９０１）が開い

た慶
けい

応
おう

義
ぎ

塾
じゅく

に入学します。

　幾之進は人一倍の努力をして、わず

か２年後に１５歳で英語の教
きょう

師
し

になり、

「ボーイ教師」といわれて、みんなから

親しまれました。

　その後、幾之

進は３０年以上

も教師を続け、

慶応義塾を代表

する学者とし

て、活やくしま

した。諭吉から

信
しん

頼
らい

され、慶応

義塾を日本で初

めての私
し

立
りつ

大学

とする仕事にたずさわり、民間の立場

から学問と教育の発
はっ

展
てん

につくしたので

す。

　諭吉が亡
な

くなった後、幾之進は教師

を辞
や

めて実業家になります。１９０４

（明治３７）年、千代田生命保
ほ

険
けん

を創
そう

業
ぎょう

したのをはじめ、多くの保険会社や銀

行などを次々に創立し、実業界で活や

くしました。

　諭吉は生前、生命保険事業を「人の

生
しょう

涯
がい

を請
う

け合う大切な仕事」と考えて

いました。それを受けついだ幾之進

は、利
り

益
えき

を得
う

ることを目的とせず、人

生に起こる予想ができない災
さい

害
がい

も責
せき

任
にん

をもって引き受ける「保険」という仕

門
か ど

野
の

 幾
い く

之
の

進
し ん

保険のしくみと
　　鳥羽の奨

しょう

学
が く

資
し

金
き ん

団
だ ん

体
た い

をつくった

52 昔から「鳥羽三山」といわれた、展
てん

望
ぼう

によい三つの山は？
☆日

ひ
和
より

山、樋
ひ

ノ山、城山。どの山からも、美しい鳥羽湾が見わたせます。とばっこミニ知
ち

識
しき

教育者・実業家の門野幾之進。

ボーイ教師といわれたころ
の幾之進。

70
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組みを、日本に広めることに大きく貢
こう

献
けん

しました。

　教育者であった幾之進は、子ども時

代をすごした鳥羽の教育にも深い関心

をよせました。本をおくったり、学
がく

費
ひ

をえんじょする奨
しょう

学
がく

金
きん

制度をつくって

郷
きょう

里
り

の子どもたちの教育につくしまし

た。幾之進がつくった奨学資金団体

は、「靄
あい

渓
けい

奨
しょう

学
がく

会
かい

」という名前で、今も

受けつがれて鳥羽の教育に役立ってい

ます。

　鳥羽駅から歩いて３分ほどのところ

に、「門野幾之進記念館」（鳥羽歴
れき

史
し

文

化ガイドセンター）があります。２階

の展
てん

示
じ

室には、刀や鎧
よろい

などの門野家に

伝わる武
ぶ

具
ぐ

をはじめ、数多くのゆかり

の品が展
てん

示
じ

され、幾之進の少年時代か

ら、りっぱな実業家になるまでの歩み

を知ることができます。

保険のしくみと
　　鳥羽の奨

しょう

学
が く

資
し

金
き ん

団
だ ん

体
た い

をつくった

71

実業家になったころの幾
之進。

４７歳の福沢諭吉。

慶応義塾の教師たちと卒業生。福沢諭吉（前列中
央）、幾之進（前列右から２人目）。

53 御
み

木
き

本
もと

幸
こう

吉
きち

が発
はっ

展
てん

させた真
しん

珠
じゅ

養
よう

殖
しょく

は、今、志摩半島のどこで行われているの？
☆英

あ
虞
ご

湾
わん

や五ヶ所湾など。三重県は愛
え

媛
ひめ

県、長崎県に次いで全国３位の生産地です。

幾之進は、福沢諭吉の考え
を世の中に実現したんだね。

とばっこミニ知
ち

識
しき

門野幾之進記念館（鳥羽市鳥羽１丁目１０－４８）。
となりの生家あとには、生

せい
誕
たん
地
ち
碑
ひ
が建っています。

記念館には幾之進
の生
しょう
涯
がい
と功
こう
績
せき
が展

示されています。

71

鳥
羽
小
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54 鳥羽市と志
し

摩
ま

市の境にある、近鉄志摩線のトンネルの名前は？
☆青

あお
峰
みね

トンネル。白木駅からトンネルをぬけると、志摩市磯
いそ

部
べ

町の五
ご

知
ち

駅です。

（１８７７～１９４６）

　伊
い

良
ら

子
こ

清
せい

白
はく

（本名：暉
てる

造
ぞう

）は１８７

７（明治１０）年、鳥取県に生まれま

した。京都府立医学校を卒業して医
い

師
し

になり、病院につとめながら詩を書き、

２９歳
さい

のとき『孔
く

雀
じゃく

船
ぶね

』という詩集を

出しました。ひびきのよい、すぐれた

詩が１８編
へん

のせられていて、評
ひょう

判
ばん

にな

りました。

　その後、清白は各地に移
うつ

り住みまし

たが、１９２２（大正１１）年、４５

歳のとき、鳥羽の小
お

浜
はま

（今の小浜町）

に来て診
しん

療
りょう

所を開きました。ていねい

な診察でたいへんよろこばれ、当時の

小浜小学校の校医もつとめました。医

師としていそがしく働くかたわら、詩

作や、短歌雑
ざっ

誌
し

『白鳥』の活動にも関

わるなど、文学活動もつづけました。

　清白は、海に近い小浜の家に２３年間

住み、１９４５(昭和２０)年に度
わた

会
らい

郡七
なな

保
ほ

村（今の大
たい

紀
き

町）に移りましたが、

よく年、往
おう

診
しん

のとちゅうにたおれて亡
な

伊
い

良
ら

子
こ

 清
せ い

白
は く

校医をつとめながら
　　文学活動を指

し

導
ど う

した

医師・詩人の伊良子清白（２列目左）。

詩集『孔雀船』。

小浜の港の風景。

とばっこミニ知
ち

識
しき

72
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くなりました。

　小浜の岬
みさき

にある旧八
はち

幡
まん

神社（城山）

の境
けい

内
だい

には、『孔雀船』の中の有名な詩

「安
あ

乗
のり

の稚
ち

児
ご

」の一節をきざんだ詩碑
ひ

が

建てられています。

　鳥羽駅から東側の大鳥
とり

居
い

をくぐって

しばらく歩くと、赤福鳥羽店のとなり

に、「漂
ひょう

泊
はく

の詩人　伊良子清白の家」と

いう記念館があります。かつては小浜

にあった、診療所と自
じ

宅
たく

をかねた建物

を移
い

築
ちく

したもので、入り口から続く板

べいに、清白がくらした土地や作品が

パネルで紹
しょう

介
かい

されています。診察室や

手
しゅ

術
じゅつ

室を復
ふく

元
げん

した２階建ての建物の中

は自由に見学でき、タッチパネルで映
えい

像
ぞう

を見ながら説明を聞くこともできま

す。

1階の診察室。

2階の客間と子ども部屋。

小浜の旧八幡神社にある「安乗の稚児」の詩碑。小浜の清白の家のあとに
は石碑

ひ
が建っています。

55 ご当地バーガーの「とば～がー」というのは、どういうもの？
☆鳥羽でとれる食材を使うことが条

じょう
件
けん

。加
か

茂
も

牛、カキ、タコ…といろいろあります。

小浜に長く住んだ
清白は、海がすきだ
ったのかな？

とばっこミニ知
ち

識
しき

記念館「伊良子清白の家」（鳥羽
市鳥羽１丁目９－９）。
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56 近鉄鳥羽駅前の「鳥羽ビジターセンター」は、何をするところ？
☆伊勢志摩国立公園協会が計画する自然観察会や里山歩きなどの案内をします。

（１８７７～１９７３）

　鳥羽駅からバスで３５分、パールロ

ードぞいの浦
うら

村
むら

町に、「鳥羽市立海の博

物館」があります。海女の道具や漁

船、祭り行事をはじめ、鳥羽志
し

摩
ま

の海

辺のくらしが分かるたくさんの展
てん

示
じ

が

見られます。石
いし

原
はら

円
えん

吉
きち

は、１９７１（昭

和４６）年にこの博物館を開館した初

代の館長です。

　円吉は１８７７（明治１０）年、志

摩町和
わ

具
ぐ

（今の志摩市志摩町和具）に

生まれました。若くして水産業に取り

組むとともに、ヨード製
せい

造
ぞう

会社やかん

づめ工場などのはば広い事業をおこし

ます。

　１９２２（大正１１）年には三重県

議会議員となり、水産業の発
はっ

展
てん

や漁港の整
せい

備
び

につくしました。

さらに戦後には衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議員にな

り、これからの日本には「沿
えん

岸
がん

漁業をさかんにす

ること」、「海の資
し

源
げん

を保
ほ

護
ご

するこ

と」が必要だと力

説して、法
ほう

律
りつ

の成

立に全力をかたむ

けたのでした。

　円吉は観光に

も力をつくしました。伊
い

勢
せ

志摩が戦後

初の国立公園になると、１５年間に１

万本近くのサクラの苗
なえ

木
ぎ

を伊勢志摩の

小中学校におくりました。それは、の

ちに「円吉ざくら」と呼ばれて、地域

のお花見どころとして親しまれました。

石
い し

原
は ら

 円
え ん

吉
き ち

志
し

摩
ま

の水産資
し

源
げ ん

保
ほ

護
ご

や観光につくした

昭和天
てん
皇
のう
に漁具などを説明する円吉（1951年）。

開館当初、鳥羽1丁目にあったころの「海の博
物館」。

詩集『孔雀船』

水産業につくした石原円吉。

とばっこミニ知
ち

識
しき74
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57 伊
い

勢
せ

湾
わん

フェリーが鳥羽港と結んでいるのは、どこの港？
☆愛知県の伊

い
良
ら

湖
ご

港。伊勢湾口をわたって、約５５分で着きます。

（１８９２～１９８１）

　鳥羽市立海の博物館の展
てん

示
じ

物の一つに、クジラ型
がた

を

した本物の潜
せん

水
すい

艇
てい

「白
はく

鯨
げい

号
ごう

」があります。はしごを

上って中に入れるので、子

どもたちに大人気です。藤
ふじ

原
わら

豊
とよ

吉
きち

は、民間で初めての

潜水艇を開発し、危
き

険
けん

な深

い海底での作業を安全なも

のにしました。

　豊吉は１８９２（明治２５）年、神
かみ

島
しま

に生まれました。まわりの伊
い

良
ら

湖
ご

水道

は、潮
しお

の流れが速いうえ、海中にかくれ

て見えない岩が多く、よく船が遭
そう

難
なん

しま

した。海の男として育ち、漁業や海運業

に従
じゅう

事
じ

して何度もおそろしい目に会った

豊吉は、海
かい

難
なん

救
きゅう

助
じょ

と港の海底土木作業を

仕事にしようと、

２５歳
さい

の時、潜水

作業を行う会社を

おこします。

　戦後は「東海サ

ルベージ」という

会社をつくって、

船に乗せて運べる

潜水調
ちょう

査
さ

機の東海号を開発し、続いて

１９５８（昭和３３）年には白鯨号を

完成させました。白鯨号は海底を自力

で移
い

動
どう

でき、青
せい

函
かん

トンネルや明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大橋の建
けん

設
せつ

などで活やくをしました。

　国内ばかりでなく東南アジアやアフリ

カ、旧
きゅう

ソ連（今のロシアなど）にまで

も、潜水調査に出かけていったのです。

潜水艇の白鯨号。（海の博物館展示）

潜水艇開発者・藤原
豊吉。

潜水艇の東海号。（海の
博物館展示）

藤
ふ じ

原
わ ら

 豊
と よ

吉
き ち

民間として初めて深海潜
せ ん

水
す い

艇
て い

を開発した
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58「カモメの散歩道」というのは、どんな道？
☆鳥羽マルシェから真珠島近くまでの海風が気持ちよいウッドデッキの遊歩道です。

（１８９４～１９６５）

　明治の末から昭和の初めにかけて、

今の鳥羽水族館のあたりに鳥羽造
ぞう

船
せん

所

の大きな工場がありました。江
え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

（本名：平井太
た

郎
ろう

）は、１９１７（大

正６）年からわずか１年あまりですが、

鳥羽に住み、造船所で働いていました。

　乱歩は１８９４（明治２７）年、今

の三重県名
な

張
ばり

市に生まれました。小学

生の時から冒
ぼう

険
けん

小説が好きで、大学に

進むと仲間とともに回
かい

覧
らん

雑
ざっ

誌
し

を出した

り、英語の小説を日本語にほんやくし

たりしました。

　造船所では会社の雑誌の編
へん

集
しゅう

をまか

されました。ま

た仲間と「鳥羽

おとぎ倶
く

楽
ら

部
ぶ

」

をつくり、学校

をまわってお話

をして、子ども

たちをよろこばせました。さらに地元

の民
みん

俗
ぞく

研究家の岩田準
じゅん

一
いち

や、のちに妻
つま

となる坂手島出身の教
きょう

師
し

・村山隆
りゅう

子
こ

と

出会いました。

　１９２６（大正１５）年から雑誌に

連
れん

載
さい

した「パノラマ島奇
き

譚
たん

」は、鳥羽

の相
お

島
じま

（今のミキモト真
しん

珠
じゅ

島）が舞
ぶ

台
たい

のモデルという説があります。『怪
かい

人
じん

二

十面
めん

相
そう

』をはじめ、乱歩の数々の推
すい

理
り

小説は、今でもたくさんの大人や子ど

もたちに愛読されています。

江
え

戸
ど

川
が わ

 乱
ら ん

歩
ぽ

鳥羽ゆかりの推
す い

理
り

小説を残している

小説家・江戸川乱歩と妻の隆子。

乱歩が愛用していた品々。
（「江戸川乱歩館」展

てん
示
じ
）

江戸川乱歩の「少年
探
たん
偵
てい
団」の本を、読ん

だことがあるよ。

鳥羽に住んでい
たころの乱歩
（中央）と岩田準
一（左）。
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59 相
おう

差
さつ

の伝説で、観音様をせなかにのせて現
あらわ

れた動物は？
☆クジラ。青

あお
峯
のみね

山
さん

正
しょう

福
ふく

寺
じ

の本
ほん

尊
ぞん

・十一面観音像
ぞう

にまつわる伝説です。

（１９００～１９４５）

　鳥羽の旧
きゅう

市街、大里通り

に面して、「江
え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

館」

（鳥羽みなとまち文学館）が

あります。かつて岩
いわ

田
た

準
じゅん

一
いち

が住んでいた木
もく

造
ぞう

２階建て

の家を、そのまま残したも

ので、江戸川乱歩の作品な

どのほか、準一の絵画や著
ちょ

作
さく

、交流のあった当時の名

高い文化人からの手紙など

が展
てん

示
じ

され、準一の書
しょ

斎
さい

が

再
さい

現
げん

されていま

す。

　１９００（明治

３３）年に鳥羽

で生まれた準一

は、小学生のこ

ろから絵が上手

で、東京の文化学院美
び

術
じゅつ

科に進み、そ

こで美人画で有名な竹
たけ

久
ひさ

夢
ゆめ

二
じ

に学びま

した。また、小説家の江戸川乱歩をは

じめ、歌人の与
よ

謝
さ

野
の

鉄
てっ

幹
かん

・晶
あき

子
こ

夫妻、

生物学者・民
みん

俗
ぞく

学者の南
みな

方
かた

熊
くま

楠
ぐす

など、

さまざまな人物と知り合い、かれらの

えいきょうを受けながら多くの才
さい

能
のう

を

発
はっ

揮
き

しました。

　１９２９（昭和４）年、鳥羽にもどっ

た準一は、郷土の民俗調
ちょう

査
さ

に力を注ぎ

ました。１９４５（昭和２０）年に４５

歳
さい

の若
わか

さでこの世を去るまでに、『鳥羽

志
し

摩
ま

の民俗』『志摩の海女』など、たく

さんの貴
き

重
ちょう

な著作を残しました。
生家を改

かい
築
ちく
した「江戸川乱歩館」（鳥羽市鳥羽２丁目

５－２）。

岩
い わ

田
た

 準
じ ゅ ん

一
い ち

美
び

術
じゅつ

や文学、民
み ん

俗
ぞ く

調
ちょう

査
さ

の著
ち ょ

作
さ く

も残した

準一の業
ぎょう
績
せき
が展示されている江戸川乱歩館。

民俗研究家・岩田準一。
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60 鳥羽の町で、春の例大祭を同じ日に行う二つの神社は？
☆賀

か
多
た

神社と大
おお

山
やま

祇
づみ

神社。満開のサクラのもと、お参りする人びとでにぎわいます。

（１９０１～１９３２）

　鳥羽小学校は現
げん

在
ざい

、堅
かた

神
かみ

町にありま

すが、旧
きゅう

校
こう

舎
しゃ

が１９２９（昭和４）年

に建てられる前は、錦
にしき

町（今の鳥羽３

丁目）に校舎がありました。梶
かじ

井
い

基
もと

次
じ

郎
ろう

は、この錦町の小学校に通い、１９

１３（大正２）年に卒業しました。

　基次郎は１９０１（明治３４）年、大

阪市に生まれました。１０歳
さい

のとき、父

が鳥羽造
ぞう

船
せん

所に転
てん

勤
きん

になり、家族そろっ

て移
うつ

り住み、小学校の５年生に転入した

のです。鳥羽での生活はわずか３年間ほ

どでしたが、海で泳いだり、城山をかけ

まわったり、自然の中で健康的な少年時

代を過
す

ごしたようです。

　その後、基次郎は代表作「檸
れ

檬
もん

」な

ど、詩のような短い文章で表
ひょう

現
げん

したす

ぐれた短
たん

編
ぺん

を発表し、文学者としてみ

とめられ始めた時に、病気のため３１

歳の若
わか

さで亡
な

くなりました。

　鳥羽で過ごした子ども時代の思い出

は、「海」という未完成の作品の中に、

「そこは僕
ぼく

たちの家がほんのしばらくの

間だけれども住んでいた土地なんだ。

そこは有名な暗
あん

礁
しょう

や島の多いところ

だ。その島の小学児童は毎朝勢
せい

ぞろい

して一
いっそう

艘の船を仕立てて港の小学校へ

やって来る。」（角川文庫『檸檬』KA

DOKAWA刊
かん

より引用）などと書かれ

ています。

梶
か じ

井
い

 基
も と

次
じ

郎
ろ う

鳥羽小学校に通った小説家

大正期の鳥
羽造船所。

作家・梶井基次郎。

基次郎が住んでい
た造船所の社宅
は、旧ＮＴＴの辺り
にありました。

鳥羽の海は、基次郎の
思い出に残ったんだね
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61 神
かみしま

島の南部にある白い切り立ったがけは、何という地形？
☆カルスト地形。雨や地下水によって、石

せっ
灰
かい

岩
がん

などがけずられてできた地形です。

　神
かみ

島
しま

は「潮
しお

騒
さい

の島」といわれます。

１９５３（昭和２８）年、三
み

島
しま

由
ゆ

紀
き

夫
お

（本名：平
ひら

岡
おか

公
きみ

威
たけ

）は春と夏の２回、神

島にやってきて約１か月間滞
たい

在
ざい

し、島

の雄
ゆう

大
だい

なながめや、ゆたかな自然や海

のくらしをくわしく取材して『潮騒』

を書きました。漁
りょう

師
し

の青年と若い海
あ

女
ま

が、さまざまな困
こん

難
なん

を乗りこえて純
じゅん

愛
あい

をはぐくむ物語で、５度も映
えい

画
が

になり

ました。

　三島は１９２５（大正１４）年、東

京に生まれました。中・高校生のころ

から文学作品を発表し、大学卒業後は

大
おお

蔵
くら

省
しょう

（今の財
ざい

務
む

省）につとめました

が１年足らずでやめて、作家となる道

を選びます。よく年、小説『仮
か

面
めん

の告
こく

白
はく

』を出
しゅっ

版
ぱん

して作家としての地位を確
たし

かなものにしました。

　『潮騒』は、ベストセラーになってす

ぐに映画化され、第１回新
しん

潮
ちょう

社
しゃ

文学賞
しょう

を受賞した評
ひょう

価
か

の高い作品です。三島

はその後も『金
きん

閣
かく

寺
じ

』などの作品を発

表し、戦後の日本文学を代表する作家

の一人となり、海外でも広くみとめら

れました。１９７０（昭和４５）年、

４５歳
さい

で亡
な

くなり、たくさんの人々に

才
さい

能
のう

をおしまれました。
三島が滞在した寺田さんの家。

『潮騒』を書くと
きに使った机

つくえ

（寺田さん宅）。

作家・三島由紀夫（左）。となりは、三島を宿
しゅく
泊
はく
させてい

た当時の漁業組合長の寺田宗
そう
一
いち
さん。

（１９２５～１９７０）三
み

島
し ま

 由
ゆ

紀
き

夫
お

神
か み

島
し ま

を舞
ぶ

台
た い

に、小説『潮
し お

騒
さ い

』を執
し っ

筆
ぴ つ

した

とばっこミニ知
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